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穿、㌻別記事

　
　
後
藤
乾
一
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
後
藤
乾
一
氏
の
提
出
に
よ
る
『
昭
和
期
南
進
の
政
治
外
交
史
的
研

究
』
の
構
成
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
序
　
章

　
第
1
部
　
南
進
論
の
「
制
度
化
」
と
軍
部

　
　
第
1
章
　
海
軍
南
進
論
の
形
成
と
展
開

　
　
　
は
じ
め
に

　
　
　
1
　
資
源
問
題
と
海
軍

　
　
　
2
　
』
九
三
六
年
危
機
」
論
と
南
進
論

　
　
　
3
　
「
国
策
ノ
基
準
」
と
南
進
政
策

　
　
　
4
　
国
際
環
境
の
変
化
と
南
方
問
題

　
　
　
5
　
海
軍
の
南
方
調
査

　
　
　
む
す
び

　
　
第
2
章
　
陸
軍
と
南
進
政
策

　
　
　
は
じ
め
に

　
　
　
1
　
陸
軍
の
対
外
認
識
の
推
移

　
　
　
2
　
日
蘭
会
商
と
陸
軍

　
　
3
　
南
方
占
領
政
策
の
決
定
過
程

　
　
む
す
び

第
2
部
　
ア
ジ
ア
主
義
と
南
進

　
第
3
章
　
大
亜
細
亜
協
会
と
南
方
問
題

　
　
は
じ
め
に

　
　
1
　
大
亜
細
亜
協
会
の
発
足

　
　
2
　
大
亜
細
亜
協
会
の
「
ア
ジ
ア
連
帯
」
論

　
　
3
　
『
大
亜
細
亜
主
義
』
の
南
方
論

　
　
む
す
び

　
第
4
章
　
興
亜
協
会
と
「
南
方
工
作
」

　
　
は
じ
め
に

　
　
ー
　
「
南
方
工
作
」
の
諸
類
型

　
　
2
　
岩
田
愛
之
助
と
南
方
問
題

　
　
3
　
興
亜
協
会
の
成
立
と
役
割

　
　
む
す
び

第
5
章
　
天
海
・
竹
井
十
郎
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　
　
は
じ
め
に

　
　
1
　
竹
井
天
海
の
経
歴

　
　
2
　
天
海
と
「
南
進
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
　
3
　
南
進
論
の
高
揚
と
天
海

　
　
む
す
び
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第
3
部
　
対
外
的
拡
張
と
「
拠
点
」
論

　
第
6
章
　
沖
縄
・
南
進
・
漁
業

　
　
は
じ
め
に

　
　
1
　
近
代
日
本
の
漁
業
南
進
と
沖
縄

　
　
2
　
一
九
三
〇
年
代
南
進
論
と
日
本
漁
業

　
　
3
　
戦
時
期
の
沖
縄
漁
業
の
再
編

　
　
む
す
び

　
第
7
章
　
台
湾
と
南
洋
1
「
南
進
」
問
題
と
の
関
連
で
ー

　
　
は
じ
め
に

　
　
1
　
歴
史
的
背
景

　
　
2
　
台
湾
H
「
南
進
拠
点
」
論
の
再
登
場

　
　
3
　
戦
時
下
の
動
員
体
制

　
　
む
す
び

　
第
8
章
　
「
濠
亜
地
中
海
」
の
国
際
関
係

　
　
は
じ
め
に

　
　
1
　
日
本
と
「
濠
亜
地
中
海
」
問
題

　
　
2
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
日
本
認
識

　
　
3
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
テ
ィ
モ
ー
ル
と
日
豪
（
英
）
関
係

　
　
む
ず
び

第
4
部
　
南
進
を
め
ぐ
る
文
化
摩
擦

　
第
9
章
　
南
進
と
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
邦
人
社
会

　
は
じ
め
に

　
1
　
国
際
社
会
の
変
化
と
邦
人
社
会

　
2
　
開
戦
前
夜
の
邦
人
社
会

　
3
　
占
領
政
策
構
想
に
お
け
る
邦
人
の
地
位

　
む
す
び

第
1
0
章
　
サ
レ
カ
ッ
ト
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本

　
は
じ
め
に

　
1
　
民
族
主
義
運
動
の
日
本
関
心

　
2
　
在
日
留
学
生
と
民
族
主
義
運
動

　
3
　
「
大
東
亜
戦
争
」
と
留
学
生
会

　
む
す
び

終
　
章

　
序
章
で
は
、
本
研
究
の
課
題
を
め
ぐ
る
研
究
史
上
の
諸
問
題
を
、

国
際
的
文
脈
の
中
で
跡
付
け
な
が
ら
、
本
研
究
の
位
置
づ
け
を
行
っ

て
い
る
。
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
と
り
わ
け
A
S
E
A
N
諸
国

と
の
関
係
は
、
「
戦
時
損
害
」
に
対
す
る
日
本
側
の
賠
償
支
払
い
、

そ
れ
を
契
機
と
す
る
民
間
資
本
の
本
格
的
進
出
、
そ
し
て
「
経
済
大

国
」
と
な
っ
た
日
本
か
ら
の
巨
額
の
O
D
A
許
与
と
い
う
よ
う
に
、

経
済
的
に
は
き
わ
め
て
太
い
パ
イ
プ
で
結
ば
れ
て
き
た
。
そ
の
パ
イ

プ
を
よ
り
安
定
化
し
、
よ
り
拡
大
す
べ
く
、
両
者
間
の
政
府
・
経
済
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界
上
層
部
の
相
互
関
係
も
次
第
に
強
ま
っ
て
き
た
。
一
九
九
一
年
秋

の
、
天
皇
A
S
E
A
N
三
力
国
訪
問
も
こ
う
し
た
関
係
を
象
徴
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と

の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
摩
擦
も
生
じ
て
き
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
関

係
学
界
の
間
に
、
「
近
代
日
本
」
の
東
南
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
さ
か

の
ぼ
り
、
問
題
の
根
を
歴
史
学
的
に
解
明
し
よ
う
と
す
る
学
問
的
関

心
が
高
ま
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
ま
ず
ア
メ
リ
カ
人
研
究
者
に
よ
っ
て

先
鞭
が
つ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
旧
植
民
地
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
側
の
史

料
に
依
拠
し
て
進
め
ら
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
手
に
よ
る
研
究
、

さ
ら
に
は
、
日
本
人
の
研
究
者
の
手
に
よ
る
も
の
が
こ
れ
に
続
く
。

し
か
し
、
戦
前
期
に
お
け
る
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
の
研
究
は
、
問
題

意
識
の
欠
落
、
事
実
面
で
の
掘
り
起
こ
し
作
業
の
立
ち
遅
れ
等
に
よ

っ
て
、
日
米
関
係
、
日
中
関
係
、
あ
る
い
は
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

関
係
と
比
較
し
て
な
か
な
か
日
の
目
を
み
な
か
っ
た
。

　
本
研
究
は
、
そ
う
し
た
欠
落
部
分
を
内
外
の
諸
研
究
の
視
角
や
問

題
関
心
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭
か
ら
「
大
東
亜
戦

争
」
勃
発
に
至
る
時
期
を
対
象
に
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
1
部
「
南
進
論
の
『
制
度
化
』
と
軍
部
」
は
、
一
九
三
〇
年
代

以
降
、
開
戦
に
至
る
ま
で
の
海
軍
・
陸
軍
の
南
進
政
策
の
展
開
及
び

そ
の
基
礎
に
あ
る
南
方
認
識
の
推
移
を
、
政
府
（
主
に
外
務
省
）
の

政
策
の
展
開
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
1
章
「
海
軍
南
進
論
の
形
成
と
展
開
」
は
、
石
油
を
主
と
す
る

い
わ
ゆ
る
「
資
源
問
題
」
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
日
本
海
軍
の
南

方
観
な
ら
び
に
南
方
政
策
の
展
開
を
検
討
し
て
い
る
。
よ
り
具
体
的

に
い
え
ば
、
近
代
日
本
の
「
正
面
の
顔
」
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
南
進

論
の
有
力
な
担
い
手
で
あ
っ
た
海
軍
に
お
い
て
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
に

象
徴
さ
れ
た
南
方
が
、
ど
の
よ
う
に
対
象
化
さ
れ
問
題
視
さ
れ
て
き

た
と
い
う
点
に
関
す
る
史
的
考
察
で
あ
る
。
明
治
以
来
伝
統
的
に
陸

軍
が
大
陸
政
策
を
重
視
し
た
の
に
対
し
、
海
軍
は
第
一
次
世
界
大
戦

時
の
南
方
群
島
占
領
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
南
」
志
向
が
強
か

っ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
以
前
の
海
軍
は
、
①
基
本
的
な
政

策
と
し
て
国
際
協
調
主
義
を
と
っ
て
い
た
こ
と
、
ω
死
活
的
燃
料
で

あ
る
石
油
が
「
自
由
貿
易
」
に
よ
っ
て
調
達
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
積
極
的
に
南
進
を
志
向
す
る
契
機
は
強
く
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
の
国
際
連
盟
脱
退
、
そ
れ
に
続
く
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ロ

ン
ド
ン
両
海
軍
軍
縮
会
議
か
ら
の
離
脱
に
よ
り
、
対
外
的
孤
立
感
を

深
め
た
海
軍
は
、
』
九
三
六
年
の
危
機
説
」
を
利
用
し
、
ま
た
陸

軍
へ
の
対
抗
意
識
も
あ
っ
て
軍
備
拡
張
を
正
当
化
す
る
と
と
も
に
、

石
油
の
対
米
依
存
体
制
か
ら
の
脱
却
を
は
か
る
べ
く
、
南
進
政
策
の

実
質
的
担
い
手
と
な
っ
て
い
く
。
一
九
三
六
年
八
月
の
五
相
会
議
決

定
の
「
国
策
ノ
基
準
」
は
そ
う
し
た
海
軍
の
南
方
へ
の
関
心
の
ひ
と

つ
の
終
着
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
南
進
政
策
推
進
へ
向
け
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て
の
出
発
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
本
章
で
は
海
軍
部
内
に
お
け
る
軍
令
部
の
地
位
の
強
化
、
海
軍
省

か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
『
海
軍
要
覧
』
に
お
け
る
石
油
問
題
の
記
述
、

海
軍
将
校
の
南
方
視
察
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
外
務
省
の
南
方
関
心
、

第
二
次
日
蘭
会
商
な
ど
が
て
い
ね
い
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
第
2
章
「
陸
軍
と
南
進
政
策
」
は
、
第
1
章
と
対
比
し
て
、
陸
軍

の
対
外
認
識
の
推
移
の
中
で
、
南
方
へ
の
関
心
が
ど
の
よ
う
な
位
置

を
占
め
て
い
た
の
か
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
の
変
化
と
、
南
方
へ

の
関
心
へ
の
か
か
わ
り
あ
い
、
陸
軍
省
軍
務
局
軍
事
課
の
時
局
認
識
、

そ
し
て
日
蘭
会
商
と
陸
軍
の
対
応
が
扱
わ
れ
る
。
第
1
章
と
対
比
す

る
形
で
、
陸
軍
の
軍
人
に
よ
る
南
方
情
報
の
収
集
、
陸
軍
軍
人
を
対

象
と
し
た
月
刊
誌
『
階
行
社
記
事
』
の
論
調
が
分
析
さ
れ
、
ど
ろ
沼

化
し
て
い
た
日
中
戦
争
と
の
関
連
で
、
陸
軍
は
「
資
源
の
宝
庫
」
と

み
な
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
及
び
最
大
の
援
蒋
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
イ

ン
ド
シ
ナ
ヘ
の
関
心
を
深
め
、
一
九
四
〇
年
夏
以
降
「
武
力
南
進
」

の
可
能
性
を
切
り
札
に
、
対
蘭
印
・
仏
印
へ
の
圧
力
を
高
め
て
い
く
。

翌
四
一
年
初
め
に
は
、
参
謀
本
部
内
に
設
け
ら
れ
た
研
究
班
を
中
心

に
、
南
方
占
領
地
統
治
構
想
の
検
討
に
入
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
展

開
を
招
い
た
の
は
、
一
種
の
状
況
主
義
で
あ
り
、
陸
軍
の
南
進
政
策

は
決
し
て
用
意
周
到
に
準
備
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
の
政
策

決
定
の
有
様
が
克
明
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
第
2
部
「
ア
ジ
ア
主
義
と
南
進
」
で
は
、
軍
部
・
政
府
と
密
接
な

関
係
を
持
ち
な
が
ら
、
南
進
の
世
論
を
下
で
支
え
て
い
た
在
野
の
ア

ジ
ア
主
義
団
体
、
南
進
論
者
の
役
割
を
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
て
い

る
。　

第
3
章
は
一
九
三
〇
年
代
に
数
多
く
つ
く
ら
れ
た
ア
ジ
ア
主
義
団

体
の
ひ
と
つ
、
大
亜
細
亜
協
会
を
素
材
に
考
察
を
進
め
て
い
る
。
大

亜
細
亜
協
会
を
と
り
あ
げ
た
理
由
は
、
機
関
誌
『
大
亜
細
亜
主
義
』

が
、
欠
号
な
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
各
界
の
有
力
者
が
同
人
と

し
て
参
加
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
会
も
最
終
的
に
は
大
政
翼
賛
会
傘

下
の
日
本
興
亜
同
盟
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
う
し
た
も
の
に
日

本
の
ア
ジ
ア
主
義
の
命
運
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ

と
、
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
協
会
の
発
足
、
こ
の
協
会
に
よ
る

「
ア
ジ
ア
連
帯
」
論
の
展
開
、
大
連
に
お
け
る
大
亜
細
亜
会
議
の
開

催
、
『
大
亜
細
亜
主
義
』
に
展
開
さ
れ
る
南
方
論
へ
と
分
析
が
な
さ

れ
る
が
、
単
純
化
す
る
と
南
方
は
「
形
勢
を
重
視
す
べ
き
」
地
域

（
一
九
三
三
年
）
、
「
南
北
両
進
」
の
対
象
（
三
六
年
）
そ
し
て
「
日

本
民
族
の
宿
命
的
使
命
」
た
る
「
西
欧
支
配
か
ら
の
解
放
」
（
四
一

年
）
の
実
践
の
場
へ
と
重
要
性
が
高
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
の
指
摘
が

な
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
ハ
ツ
タ
に
代
表
さ
れ
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ひ
い
て
は
東
南
ア
ジ
ア
の
多
く
の
民
族
主
義
指
導

者
の
日
本
認
識
と
は
基
本
的
な
点
で
両
立
不
可
能
で
あ
っ
た
。
　
す
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な
わ
ち
ハ
ツ
タ
等
は
「
大
東
亜
戦
争
」
勃
発
直
後
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」

日
本
の
南
進
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
植
民
地
創
始
国
オ
ラ
ン
ダ
と

の
一
時
的
な
提
携
を
も
辞
さ
な
い
と
の
態
度
を
表
明
し
て
い
た
と
の

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
第
4
章
「
興
亜
協
会
と
『
南
方
工
作
』
」
は
、
戦
前
に
お
け
る
国

家
主
義
運
動
の
実
力
者
で
あ
り
、
興
亜
協
会
の
最
高
幹
部
の
一
人
で

も
あ
っ
た
岩
田
愛
之
助
の
「
南
方
関
与
」
に
焦
点
を
あ
て
、
開
戦
前

夜
の
「
南
方
問
題
」
を
め
ぐ
る
最
も
積
極
的
な
民
問
レ
ベ
ル
の
動
き

を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
ア
ジ
ア
主
義
者
、
あ
る
い
は
グ
ル

ー
プ
と
同
じ
く
、
岩
田
も
当
初
は
中
国
と
の
関
わ
り
か
ら
「
ア
ジ
ア

問
題
」
に
関
与
す
る
が
、
一
九
三
〇
年
代
中
頃
か
ら
、
次
第
に
”
南

洋
浪
人
”
の
青
年
達
と
積
極
的
に
交
わ
り
、
彼
ら
を
愛
国
社
傘
下
に

と
り
こ
ん
で
い
く
。
そ
し
て
太
平
洋
戦
争
開
戦
前
夜
に
、
政
界
・
軍

部
・
財
界
有
力
者
の
協
力
を
得
て
組
織
し
た
興
亜
協
会
の
中
堅
幹
部

に
彼
ら
を
登
用
し
、
欧
米
支
配
が
倒
さ
れ
た
後
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
地

域
に
、
「
南
方
要
員
」
と
し
て
送
り
こ
む
べ
く
、
興
亜
専
門
学
校
、

興
亜
学
院
南
方
語
学
校
、
目
黒
塾
な
ど
を
設
立
し
、
教
育
と
訓
練
に

あ
た
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

第
5
章
「
天
海
・
竹
井
十
郎
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
は
、
一
九
三
〇
年

代
の
日
本
に
お
け
る
「
南
方
問
題
」
論
議
に
お
い
て
見
逃
し
得
な
い

役
割
を
果
た
し
た
在
野
の
南
進
論
者
で
あ
り
、
特
異
な
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
研
究
家
で
も
あ
っ
た
竹
井
十
郎
と
い
う
人
物
に
焦
点
を
あ
て
、
そ

の
思
想
と
行
動
を
考
察
し
て
い
る
。
竹
井
は
日
露
戦
争
後
に
南
方
に

渡
り
、
二
〇
余
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
過
し
、
帰
国
後
自
ら
主
宰
し
た

『
南
方
情
勢
』
誌
を
通
じ
て
、
積
極
的
な
言
論
活
動
を
展
開
し
、
ま

た
南
方
関
係
の
著
書
も
精
力
的
に
刊
行
し
た
。
竹
井
の
『
南
洋
』
概

念
、
華
僑
観
、
在
留
邦
人
社
会
と
の
摩
擦
、
日
蘭
印
経
済
関
係
の
展

望
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
民
族
観
、
民
族
主
義
運
動
論
な
ど
が
紹
介

さ
れ
、
開
戦
直
後
、
南
方
施
策
を
摸
索
し
て
い
た
軍
部
に
と
っ
て
、

竹
井
の
存
在
は
貴
重
で
あ
り
、
陸
軍
省
南
方
政
務
部
の
非
常
勤
嘱
託

を
委
嘱
さ
れ
る
が
、
「
新
秩
序
」
建
設
を
「
日
本
の
使
命
」
と
本
気

で
考
え
た
竹
井
は
、
軍
と
の
関
係
を
深
め
れ
ば
深
め
る
ほ
ど
、
軍
の

意
図
と
能
力
に
危
惧
を
覚
え
、
次
第
に
不
信
感
を
つ
の
ら
せ
て
い
く

様
子
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
第
3
部
「
対
外
的
拡
張
と
『
拠
点
』
論
」
は
、
日
本
「
内
地
」
と

東
南
ア
ジ
ア
の
間
に
位
置
し
、
い
わ
ば
昭
和
期
南
進
の
中
継
地
的
役

割
を
果
し
た
沖
縄
、
台
湾
、
テ
ィ
モ
ー
ル
の
持
つ
歴
史
的
意
義
を
考

察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
6
章
「
沖
縄
・
南
進
・
漁
業
」
は
、
近
年
の
研
究
成
果
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
日
本
の
南
進
国
策
と
の
関
わ
り
か
ら
、
沖
縄
漁
業
の
南

方
（
と
り
わ
け
蘭
印
）
進
出
を
考
察
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

対
象
時
期
と
し
て
は
、
一
九
三
〇
年
代
を
中
心
に
今
世
紀
初
頭
か
ら
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第
二
次
大
戦
ま
で
の
約
半
世
紀
を
と
り
あ
げ
ω
沖
縄
の
南
方
出
漁
と

中
央
の
南
方
へ
の
関
心
、
南
進
政
策
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
相
互
関

係
が
存
在
す
る
の
か
、
⑭
「
本
土
」
に
お
け
る
南
進
論
が
高
ま
り
を

み
せ
る
一
九
三
〇
年
代
か
ら
戦
時
期
に
か
け
、
沖
縄
は
南
方
出
漁
に

対
し
ど
の
よ
う
な
対
応
を
示
し
た
の
か
、
⑬
沖
縄
（
日
本
）
の
漁
業

南
進
を
「
受
け
入
れ
」
側
で
あ
る
蘭
印
は
、
そ
し
て
ま
た
「
送
り
出

す
」
側
の
「
内
地
」
は
い
か
な
る
態
度
で
受
け
と
め
た
の
か
な
ど
の

諸
問
題
を
検
討
し
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
を
中
心
に
、
今
世
紀
初

頭
の
糸
満
遠
洋
漁
業
会
社
に
始
ま
り
戦
時
中
の
太
洋
水
産
株
式
会
社

の
設
立
ま
で
、
沖
縄
漁
業
の
南
方
進
出
を
主
に
、
国
家
レ
ベ
ル
の
南

進
政
策
と
の
関
連
が
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
沖
縄
県
の
半
世
紀

に
及
ぶ
漁
業
南
進
の
歴
史
過
程
を
通
観
す
る
と
、
こ
こ
に
は
二
つ
の

流
れ
が
か
ら
み
合
っ
て
働
い
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ひ
と
つ
は

糸
満
を
中
心
と
す
る
沖
縄
漁
民
の
自
然
流
出
的
南
方
進
出
で
あ
る
。

基
本
的
に
は
、
公
権
力
や
地
方
財
界
と
は
直
接
的
な
関
係
を
持
た
ず

に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
流
れ
は
、
南
方
漁
業
を

国
策
伸
張
の
一
環
と
と
ら
え
、
日
本
の
最
南
端
沖
縄
を
漁
業
南
進
の

基
地
・
拠
点
化
し
、
ま
た
沖
縄
漁
民
そ
の
も
の
を
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
に
と
り
こ
ん
で
い
こ
う
と
す
る
力
で
あ
る
。
「
国
家
」
が
沖

縄
漁
業
に
寄
せ
る
功
利
主
義
的
、
権
力
主
義
的
な
視
線
が
見
出
さ
れ

る
。
ま
た
日
本
漁
業
の
南
方
進
出
が
、
相
手
国
側
で
い
か
に
と
ら
え

ら
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
対
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
主
義
者
は
、

そ
の
進
出
を
政
治
的
文
脈
の
中
で
理
解
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
が
、

蘭
印
当
局
は
一
九
三
〇
年
代
中
葉
以
降
、
と
り
わ
け
、
海
軍
を
主
唱

者
と
し
て
日
本
朝
野
の
南
進
論
が
高
揚
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
一
転

し
て
日
本
入
漁
業
者
に
対
し
き
わ
め
て
厳
し
い
監
視
体
制
を
と
る
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
蘭
印
当
局
は
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
日
本

漁
船
は
漁
業
目
的
を
主
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
日
本
膨
張
主
義
の

前
衛
で
あ
る
と
さ
え
み
な
す
よ
う
に
な
る
。

　
本
章
で
は
、
沖
縄
漁
民
の
南
方
進
出
は
、
彼
ら
自
身
の
意
図
に
関

わ
り
な
く
、
絶
え
ず
国
家
の
南
方
関
心
、
南
進
政
策
へ
と
り
こ
ま
れ

て
い
く
過
程
で
あ
り
、
ま
た
国
家
レ
ベ
ル
で
の
、
日
本
・
蘭
印
関
係
、

あ
る
い
は
国
際
関
係
の
変
動
の
波
に
翻
弄
さ
れ
た
歴
史
で
あ
る
と
の

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
第
7
章
「
台
湾
と
南
洋
」
は
、
台
湾
領
有
四
〇
周
年
を
迎
え
た
一

九
三
五
年
を
契
機
と
し
、
本
格
化
し
た
台
湾
に
お
け
る
南
進
論
議
、

政
策
の
展
開
を
、
台
湾
総
督
府
、
台
湾
軍
当
局
、
在
台
日
本
人
、
さ

ら
に
は
被
支
配
者
で
あ
る
台
湾
人
の
動
き
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
台
湾
総
督
府
調
査
課
の
南
方
調
査
書
を
四

期
に
分
け
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
そ
の
特
徴
を
摘
出
し
、
日
中
戦
争

を
機
会
に
台
湾
に
お
け
る
日
本
の
植
民
地
政
策
は
「
国
語
」
常
用
運

動
、
改
姓
名
の
推
進
、
神
社
参
拝
の
強
要
と
い
っ
た
台
湾
人
の
精
神
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の
領
域
に
ま
で
深
く
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
↓
九
四
〇
年

代
に
入
り
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
が
叫
ば
れ
、
台
湾
も
決
戦
態
勢
下
に

組
み
入
れ
ら
れ
る
中
で
、
台
湾
人
も
総
動
員
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
運
動
体
や
組
織
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
が
あ
る
程
度
「
成
功
」
を
お

さ
め
た
中
で
、
戦
時
期
の
南
方
軍
政
の
展
開
は
、
そ
う
し
た
「
台
湾

モ
デ
ル
」
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
第
8
章
「
『
濠
亜
地
中
海
』
の
国
際
関
係
」
は
、
日
本
の
南
進
研

究
の
中
で
欠
落
し
て
い
た
「
濠
亜
地
中
海
」
、
と
り
わ
け
ポ
ル
ト
ガ

ル
領
テ
ィ
モ
ー
ル
を
め
ぐ
る
開
戦
前
の
国
際
関
係
を
、
主
に
日
本
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
イ
ギ
リ
ス
）
側
の
史
料
に
よ
り
な
が
ら
考
察
し

た
も
の
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
以
前
の
日
本
が
ほ
と
ん
ど
黙
殺
し

て
き
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
テ
ィ
モ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、
国
際
連
盟
脱
退
、

南
進
国
策
の
提
唱
と
い
う
時
代
的
背
景
の
も
と
で
、
こ
の
地
域
は
そ

の
規
模
に
対
し
不
釣
り
合
い
な
ほ
ど
、
政
治
的
、
経
済
的
関
心
を
日

本
の
軍
部
、
政
府
、
経
済
界
か
ら
集
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
理
由

は
、
テ
ィ
モ
ー
ル
の
持
つ
経
済
的
価
値
の
み
な
ら
ず
。
南
洋
群
島

（
内
南
洋
）
と
東
南
ア
ジ
ア
（
外
南
洋
）
を
つ
な
ぐ
中
継
地
と
し
て

見
直
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
南
進
の
最
大
の
標
的
で

あ
っ
た
蘭
印
へ
の
進
出
拠
点
と
し
て
、
ま
た
英
連
邦
、
オ
ラ
ン
ダ
勢

力
圏
へ
対
抗
す
る
基
地
と
し
て
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
西
太
平

洋
戦
略
に
対
す
る
準
備
基
地
と
し
て
、
重
要
視
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

目
本
の
テ
ィ
モ
ー
ル
ヘ
の
関
心
の
焦
点
が
、
当
初
の
農
園
経
営
、
貿

易
か
ら
つ
い
に
は
航
空
路
の
設
定
へ
と
推
移
し
た
こ
と
は
、
こ
う
し

た
戦
略
的
重
要
性
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

積
極
進
出
の
実
質
的
担
い
手
は
海
軍
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
先
立
っ

て
、
国
策
会
社
南
洋
興
発
が
海
軍
の
意
向
に
そ
っ
て
経
済
進
出
を
果

し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
日
本
の
積
極
的
進
出
に
対
し
、
列
強
、
特
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
日
本
脅
威
論
が
現
実
化
し
た
も
の
と
深
刻
に
受
け
と
め
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
両
国
も
、
こ
の
地
域
へ
の
日
本
の
参
入
は
既

成
秩
序
”
植
民
地
体
制
へ
の
挑
戦
で
あ
る
と
認
識
し
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
第
4
部
「
南
進
を
め
ぐ
る
文
化
摩
擦
」
は
、
日
本
の
南
進
の
最
大

の
対
象
地
で
あ
っ
た
蘭
領
東
イ
ン
ド
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
と
の
関
係

を
事
例
と
し
、
在
留
邦
人
社
会
及
び
在
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
留
学
生

が
、
国
際
環
境
の
悪
化
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る
対
応
を
示
し

た
の
か
と
い
う
「
現
場
」
か
ら
の
視
座
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
9
章
「
南
進
と
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
邦
人
社
会
」
は
、
開
戦
前
の

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
在
留
日
本
人
社
会
が
、
日
本
の
南
進
政
策
の

本
格
化
と
こ
れ
に
対
す
る
欧
米
列
強
の
警
戒
の
深
ま
り
の
中
で
、
い

か
な
る
時
代
的
対
応
を
示
し
た
か
を
、
蘭
印
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
を

事
例
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時
バ
タ
ヴ
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イ
ア
で
刊
行
さ
れ
た
『
瓜
畦
日
報
』
と
そ
の
後
身
で
あ
る
『
東
印
度

日
報
』
を
一
次
資
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
商
業
活
動
を
目
的
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
渡
っ
た
戦
前
の
日
本
人
の
多
く
は
、
祖
国
日
本
に

対
し
忠
誠
心
を
抱
き
な
が
ら
も
特
に
そ
れ
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
彼
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
支
配
下
の
蘭
印
社
会
に
お
い
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
対
等
の
法
的
地
位
を
与
え
ら
れ
、
二
等
国
民
意

識
」
に
支
え
ら
れ
て
、
独
自
の
日
本
人
社
会
を
形
成
す
る
。
彼
ら
は

自
分
達
の
生
活
基
盤
が
日
本
政
府
と
蘭
印
政
庁
の
友
好
関
係
を
前
提

と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
十
分
理
解
し
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
同
胞
、
特
に
民
族
主
義
運
動
の
高
揚
に
対

し
て
は
、
相
対
的
に
低
い
関
心
し
か
持
ち
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
三
三
年
の
国
際
連
盟
脱
退
に
象
徴
さ
れ
る
日
本
の
対
外
政
策
の

変
化
は
、
こ
れ
ま
で
平
穏
な
生
活
を
享
受
し
て
い
た
日
本
人
社
会
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
日
本
が
「
ア
ジ
ア
回
帰
」
を
唱
え
た
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
希
薄
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
日
本
に
対

す
る
政
治
的
、
文
化
的
関
心
が
高
ま
り
、
在
留
邦
人
に
と
っ
て
は
自

負
心
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
そ
う
し
た
「
ア
ジ

ア
回
帰
熱
」
は
蘭
印
政
庁
に
と
っ
て
は
重
大
な
脅
威
と
感
じ
ら
れ
た
。

当
然
、
在
留
邦
人
社
会
に
も
影
響
が
出
て
き
た
。
一
九
三
〇
年
代
後

半
に
な
る
と
、
蘭
印
当
局
の
対
日
警
戒
心
は
一
段
と
深
ま
り
、
第
二

次
大
戦
勃
発
後
、
オ
ラ
ン
ダ
本
国
政
府
が
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
し
、
日

本
の
蘭
印
に
対
す
る
関
心
が
急
速
に
本
格
化
す
る
と
、
在
留
邦
人
は

長
年
の
生
活
基
盤
が
脅
か
さ
れ
る
と
の
危
機
感
を
覚
え
る
。
在
留
邦

人
に
と
っ
て
、
一
九
四
一
年
六
月
、
日
蘭
会
商
が
事
実
L
「
決
裂
」

し
、
し
か
も
日
本
軍
の
南
部
仏
印
進
駐
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
、
英

米
蘭
が
考
え
得
る
最
も
厳
し
い
経
済
的
圧
迫
を
打
ち
出
し
た
時
は
大

変
な
衝
撃
で
あ
り
、
日
蘭
（
印
）
友
好
が
失
わ
れ
、
資
産
が
凍
結
さ

れ
た
以
上
、
彼
ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
経
済
基
盤
の
放
棄
を

覚
悟
し
、
心
理
的
に
は
祖
国
復
帰
の
準
備
を
整
え
た
。
彼
ら
が
最
後

に
望
み
を
託
し
た
の
は
、
日
本
が
唱
え
る
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想

に
未
来
を
託
し
、
時
期
が
至
れ
ば
か
っ
て
生
活
し
た
場
所
に
も
ど
っ

て
い
く
こ
と
だ
っ
た
。
彼
ら
が
日
本
に
引
き
あ
げ
た
後
結
成
し
た
興

南
地
元
会
と
い
う
組
織
名
は
、
国
策
へ
の
順
応
と
旧
生
活
へ
の
断
ち

切
り
難
い
思
い
を
象
徴
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な

さ
れ
る
。

　
第
1
0
章
「
サ
レ
カ
ッ
ト
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
」
は
、
一
九
三

〇
年
代
初
頭
か
ら
「
大
東
亜
戦
争
」
勃
発
直
後
ま
で
一
〇
年
間
に
わ

た
る
在
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
留
学
生
会
の
活
動
を
主
と
し
て
ω
留
学
生

会
の
民
族
主
義
的
活
動
、
の
彼
ら
と
「
南
進
日
本
」
と
の
関
係
を
手

掛
り
に
、
論
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
へ
の
留
学
自
体
が
オ
ラ
ン

ダ
支
配
へ
の
静
か
な
抵
抗
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
多

く
の
留
学
生
は
「
親
日
」
的
感
情
を
抱
き
、
ま
た
日
中
戦
争
を
は
じ
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め
日
本
の
対
ア
ジ
ア
政
策
に
肯
定
的
な
見
解
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の

延
長
線
上
に
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
と
、
自
民
族
の
独
立
と
を
重

ね
合
わ
せ
て
と
ら
え
、
「
大
東
亜
戦
争
」
が
勃
発
す
る
と
、
そ
れ
へ

の
従
軍
希
望
す
ら
出
た
の
で
あ
る
。
だ
が
一
九
四
二
年
一
月
二
二
H
、

第
七
九
帝
国
議
会
に
お
け
る
東
条
首
相
の
声
明
は
、
そ
れ
ま
で
留
学

生
の
抱
い
て
い
た
「
大
東
亜
戦
争
H
解
放
戦
争
」
で
あ
る
と
の
理
解

に
衝
撃
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
「
好
意
的
」
目
本
像
が
崩
れ
さ
る
直

接
的
な
原
因
と
な
っ
た
。
彼
ら
留
学
生
と
は
対
照
的
に
、
祖
国
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
有
力
民
族
主
義
者
の
間
に
は
、
一
部
に
せ
よ
、
な
お
日

本
に
対
す
る
期
待
感
が
根
強
く
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
も
年

若
い
在
日
留
学
生
の
多
く
が
、
日
本
の
唱
え
た
「
解
放
戦
争
」
論
の

虚
構
性
を
直
感
し
、
日
本
に
対
す
る
「
幻
想
」
を
捨
て
る
こ
と
に
な

っ
た
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

　
結
章
は
第
1
部
か
ら
第
4
部
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
期
南

進
の
基
底
に
あ
る
日
本
と
日
本
人
の
南
方
認
識
に
つ
い
て
考
察
し
て

い
る
、
そ
の
基
本
的
特
徴
は
、
経
済
的
に
は
補
完
論
、
政
治
的
に
は

日
本
盟
主
論
、
文
化
面
で
は
優
越
意
識
の
三
点
と
し
て
集
約
で
き
る
。

こ
の
政
治
、
経
済
、
文
化
関
係
を
引
照
枠
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、

戦
前
期
の
日
本
及
び
日
本
人
に
と
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
は
極
め
て
対

照
的
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
H
本
の
「
進
出
」

が
あ
る
程
度
の
論
理
的
整
合
性
を
持
っ
て
い
た
と
の
分
析
が
な
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　
以
L
で
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
本
論
文
の
意
義
は
次
の
点
に

認
め
ら
れ
る
。

　
第
］
は
一
九
三
〇
年
代
か
ら
「
大
東
亜
戦
争
」
勃
発
に
至
る
口
本

の
南
進
を
様
々
な
角
度
か
ら
分
析
し
た
点
で
あ
る
。
特
に
政
府
、
軍

部
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
第
4
章
、
第
5
章
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
民
問
レ
ベ
ル
か
ら
追
求
し
た
り
、
拠
点
と
し
て
の
沖
縄
、
台
湾
を

視
野
に
入
れ
た
り
、
ま
た
8
章
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
と
り

あ
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
テ
イ
モ
ー
ル
を
研
究
に
と
り
こ
む
な

ど
の
姿
勢
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

　
第
二
は
使
用
し
て
い
る
参
考
文
献
の
豊
富
さ
で
あ
る
。
日
本
、
欧

米
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
先
行
業
績
は
も
と
よ
り
、
国
立
国
会

図
書
館
憲
政
資
料
室
、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
防
衛
庁
戦
史
部
図
書

館
、
東
京
都
公
文
書
館
、
オ
ラ
ン
ダ
国
立
公
文
書
館
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
国
立
公
文
書
館
等
所
蔵
の
広
範
な
】
次
資
料
を
利
用
し
た
点
で

あ
る
。
し
か
も
資
料
を
参
照
、
引
用
す
る
際
は
極
め
て
厳
密
な
態
度

で
臨
ん
で
い
る
。

　
第
三
は
、
歴
史
研
究
で
あ
り
な
が
ら
、
現
代
的
視
点
を
加
味
し
た

点
で
あ
る
。
序
章
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
H
、
目
本
と

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
結
び
つ
き
が
ま
す
ま
す
深
ま
る
現
在
、
彼
ら

と
の
歴
史
的
関
わ
り
合
い
、
日
本
人
と
彼
ら
の
意
識
の
ず
れ
な
ど
を
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歴
史
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
察
す
る
こ
と
は
現
代
的
課
題
に
答
え
る
意

味
で
も
重
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
で
も
本
論
文
は
大
い
に
評
価
で

き
る
。

　
後
藤
氏
は
一
九
八
七
年
度
発
展
途
上
国
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
た

『
昭
和
期
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
』
（
一
九
八
六
年
、
勤
草
書
房
）
、

『
近
代
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
』
（
一
九
八
九
年
、
北
樹
出
版
）
、
『
火

の
海
の
墓
標
ー
あ
る
「
ア
ジ
ア
主
義
者
」
の
流
転
と
帰
結
』
（
一
九

七
七
年
、
時
事
通
信
社
）
、
『
日
本
占
領
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
』

（
一
九
八
九
年
、
龍
渓
書
舎
）
、
『
近
代
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
ー
南
進

の
「
衝
撃
」
と
「
遺
産
」
』
（
一
九
九
五
年
、
岩
波
書
店
）
（
N
I
R

A
政
策
研
究
・
東
畑
記
念
賞
、
毎
日
新
聞
ア
ジ
ア
太
平
洋
賞
受
賞
）

の
著
書
を
は
じ
め
、
数
十
本
に
及
ぶ
学
術
論
文
が
あ
り
、
語
学
に
つ

い
て
も
、
英
語
は
も
と
よ
り
早
稲
田
大
学
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
上
級

を
担
当
す
る
能
力
の
持
ち
主
で
あ
る
。

　
以
上
、
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
、
後
藤
氏
は

す
で
に
学
界
で
認
め
ら
れ
た
研
究
者
で
あ
り
、
本
論
文
は
こ
れ
ま
で

の
研
究
を
総
括
し
、
か
つ
発
展
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、
法
学
博
士

（
慶
慮
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
の
を
適
当
と
認
め
る
も
の

で
あ
る
。

平
成
八
年
二
一
月
一

主
査

副
査

副
査

　
三
日

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
　
鷹
　
義
　
塾
　
大
　
学

法
学
部
客
員
教
授
法
学
博
士

池
井
　
優

添
谷
芳
秀

松
本
三
郎
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